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公園都市＊共生都市＊快適産業都市

各務原市シビルミニマム
人にやさしい都市へ

かかみがはらっこ●川島中学校
みんな集合●アンサンブル・ポポロ

クローズアップ●小林秀圭さん
木曽川学入門●岐南町の歴史と民俗

市・県民税に関するお知らせ
都市計画マスタープラン改定

【各務原百景～学びの森、春の訪れ】

旧岐阜大学の跡地に整備された学びの森。
中部学院大学へ至る「櫻坂」では、春にな
ると美しい桜を楽しむことができます。

⇒詳しくは18ページ

市長からの手紙●伊吹山



市
は
、
行
政
に
よ
っ
て
最
低
保
障
さ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
水
準「
各
務
原
市
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」を
示
し

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
保
障
し
ま
す

人にやさしい都市の実現へ

各務原市シビルミニマムを策定しました

　

格
差
と
ス
ト
レ
ス
社
会
、
そ
し
て
戦
後
最
大
の
不
況
到
来
。
日
本
の
経
済
は
急

速
に
悪
化
し
、
日
本
全
体
に
閉へ

い
そ
く塞

感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

　
「
夢
あ
る
都
市
」～
人
に
や
さ
し
い
都
市
を
目
指
す
各
務
原
市
。
こ
の
よ
う
な
市

民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
取
り
払
い
「
だ
れ
も
が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
」よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
国
の
社

会
保
障
制
度
の
適
正
な
運
用
の
ほ
か
、市
独
自
の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
や
生
活
困

窮
者
に
対
す
る
自
立
支
援
な
ど
、
社
会
福
祉
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
「
各
務
原
市
第
二
次
新
総
合
計
画
」
が
出
発
す
る
本
年
、
市
で
は
憲
法

第
25
条
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
る
」を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め「
各
務
原
市
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」を
策
定
し
、

一
つ
の
都
市
と
し
て
福
祉
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　
「
各
務
原
市
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」
の
策
定
は
、
現
行
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
「
社
会
保
障
制
度
の
充
実
」「
子
ど
も
福
祉
の
推
進
」「
障
が
い
者

（
児
）
福
祉
の
推
進
」「
高
齢
者
福
祉
の
推
進
」「
保
健
・
医
療
の
充
実
」
の
５
本
の

施
策
を
柱
に
、
全
国
で
標
準
的
に
行
わ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と
、現
在
既
に
市
が
上

人
に
や
さ
し
い
都
市
へ

５
本
柱
で
福
祉
を
支
え
る「
各
務
原
市
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」
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自治体が住民のために保障しなければならない、
最低限度の生活環境基準のこと。　

人にやさしい都市の実現へ

各務原市シビルミニマムを策定しました

シビルミニマムとは

乗
せ
、
ま
た
は
独
自
に
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
１
３
３
の
事
業
に
つ
い
て
、

一
人
一
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
す
え
て
、
整
理
・
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
当
に
支
援
が
必
要
な
方
に
機
能
す
る
施
策
と
し
て
、
来
年
度
新
し

く
取
り
組
む
11
事
業
と
、サ
ー
ビ
ス
内
容
を
拡
大
す
る
17
事
業
を
含
め
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
を
、「
各
務
原
市
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
く
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
恵
ま
れ
な
い

な
い
人
々
や
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
々
に
光
を
あ
て
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
い
つ
ま
で
も
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
人
に
や
さ
し
い
都
市
」
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

詳
細　

福
祉
総
務
課
☎
０
５
８（
３
７
３
）１
１
２
７

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、

　
　

健
康
で
文
化
的
な
希
望
あ
る
生
活
を

　
　

営
む
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、

　
　

安
心
し
て
、出
産
、保
育
、子
育
て
サ
ー

　
　

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、

　
　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

　
　

家
庭
や
地
域
で
、
安
心
し
て
の
び
の

　
　

び
と
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、

　
　

元
気
で
、
生
き
が
い
に
あ
ふ
れ
た
高

　
　

齢
期
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
す
べ
て
各
務
原
市
民
は
、

　
　

い
つ
で
も
質
の
高
い
保
健
・
医
療
サ
ー

　
　

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

各務原市シビルミニマム

人にやさしい都市

人にやさしい都市実現のため161の事業を展開します
事業数の内訳　 ▽現在 133 事業
　　　　　　　 ▽来年度　新規 11事業、拡大 17事業
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申
告
の
受
付
は
２
月
16
日
か
ら

　

申
告
期
限(

３
月
15
日)

間
近
に
な
る

と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
の
市
民
税
・

県
民
税
に
は
定
額
の
均
等
割
と
所
得
金
額

に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
１
日
に
お
い
て
各
務
原
市

に
住
所
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

所
得
に
対
す
る
所
得
割
と
均
等
割
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
住
所
が
な
く

て
も
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
ま
た
は
家

屋
敷
を
持
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
均

等
割
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
告
受
付　

２
月

16
日
～
３
月
15

日(

土
・
日
曜
日

を
除
く
） 

申
告
書
の
提
出

　

今
年
の
１
月
１
日
に
お
い
て
各
務
原
市

に
住
所
の
あ
る
方
は
、
市
民
税
・
県
民
税

申
告
書
を
市
役
所
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た

方

　

住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
の
市
へ
の
申
告

が
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
原
則
不
要
に
な

り
ま
し
た
。

対
象　

平
成
11
～
18
年
お
よ
び
平
成
21
年

に
入
居
さ
れ
た
方
で
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
あ
り
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
い
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

あ
る
方

控
除
額　

前
年
の
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
可
能
額
の
う
ち
、
前
年
の
所
得
税
に

お
い
て
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
、
ま
た

は
前
年
の
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額

等
の
合
計
額
×
５
パ
ー
セ
ン
ト
（
最
高

９
万
７
５
０
０
円
ま
で
）
の
い
ず
れ
か
少

な
い
方
の
額

備
考　

▽
平
成
11
～
18
年
に
入
居
さ
れ
た

方
で
、
退
職
所
得
・
山
林
所
得
を
有
す

る
方
、
所
得
税
に
お
い
て
平
均
課
税
の
適

用
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と
税
額
移
譲
の
経
過

措
置
と
し
て
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と
で
控

除
さ
れ
る
金
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
従
前
の
計

算
方
法
も
選
択

で
き
ま
す
。
こ

の
従
前
の
計
算

方
法
を
選
択
さ

れ
る
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
の
申
告
が
３
月
15
日
ま
で
に

必
要
で
す
▽
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る

最
初
の
年
に
所
得
税
確
定
申
告
を
、
２
年

目
以
降
は
給
与
所
得
の
年
末
調
整
ま
た
は

所
得
税
確
定
申
告
が
必
要
で
す

注
意
事
項　

▽
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い

方
や
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
方
▽
所
得

税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
全
額
控
除
で

き
る
方
や
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

▽
平
成
19
～
20
年
に
居
住
を
開
始
し
た
方

（
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る

最
初
の
年
に
、
控
除
期
間
を
10
年
と
15
年

と
の
選
択
制
に
す
る
特
例
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
調
整
済
）
は
住
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）１

１
１
４

▼
昨
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
の
方

で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

▼
昨
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
な
ど
に
よ

る
雑
所
得
だ
け
の
方（
社
会
保
険
料
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受

け
る
方
は
、
提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
）

　

な
お
、
給
与
所
得
者
の
方
で
、
給
与
所

得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
あ

り
、
そ
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
な
ど
、
所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
の
な
い
方
で
も
、
市
民
税
・

県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
相
談

　

個
人
の
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に
つ

い
て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

期
間　

２
月
16
日
～
３
月
15
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
役
所
税
務
課
窓
口

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）１

１
１
４

市・
県
民
税
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の

手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
税に関するお知らせ税に関するお知らせ
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自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、

万
一
の
交
通
事
故
の
際
の
基

本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

保
険
・
共
済
で
す
。
特
に
車

検
制
度
の
な
い
原
動
機
付
自

転
車
・
２
５
０
㏄
以
下
の
軽

軽
自
動
車
税
な
ど
に
関
す
る
お
知
ら
せ

廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

軽
自
動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用

含
む
）な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
手
続
き
を
さ

れ
て
も
、
平
成
22
年
度
分
の
税
金
は
全

額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
車
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
も
同

様
で
す
。
早
め
に
廃
車
・
名
義
変
更
な

ど
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
廃
車
手
続
き
の
方
法
・
受
付

場
所
は
種
別
に
よ
り
異
な
り
ま
す
（
下

表
参
照
）。

備
考　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

へ
被
害
届
を
出
し
た
う
え
で
、
所
有
者

の
印
鑑
を
持
参
し
て
税
務
課
へ

減
免
申
請
は
５
月
24
日
ま
で
に

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
（
ま

た
は
知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
・

18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
と
生
計
を

と
も
に
し
て
い
る
方
）の
所
有
す
る
軽
自

動
車
な
ど
で
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

自
賠
責
保
険
・
共
済
の

期
限
切
れ
に
ご
注
意

た
め
に
使
用
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

新
た
に
減
免
を
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車

な
ど
は
、
５
月
24
日
ま
で
に
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い（
申
請
期
限

を
過
ぎ
る
と
減
免
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
）。

申
請　

印
鑑
・
各
障
害
者
手

帳
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証

を
持
参
し
て
税
務
課
へ

備
考　

▽
減
免
が
受
け
ら
れ

る
車
は
、
普
通
自
動
車
を
含

め
て
、
１
人
に
つ
き
１
台
▽

障
害
の
等
級
に
よ
り
判
断
さ

れ
ま
す

種　　　別 持　参　品手続きをする場所

  ●原動機付自転車
  　（125 ㏄以下）

  ●小型特殊自動車
  　（農耕作業用など）

 ・所有者の印鑑 ( 同一世
　 帯以外の代理人が申請
　 される場合は委任状）
 ・ナンバープレート
 ・標識交付証明書

　市役所税務課税制係
　☎ 058（383）4703

  ●軽自動車
  　（三輪、四輪）

  ●二輪車
  　（125 ㏄超）

 　左記の窓口に
 　お尋ねください。

 　左記の窓口に
 　お尋ねください。

　岐阜県軽自動車協会
　岐阜市柳津町高桑西 5-28
　☎ 058（279）1561

　岐阜運輸支局
　岐阜市日置江 2648-1
　☎ 050（5540）2053

軽自動車などの廃車手続き

二
輪
自
動
車
は
期
限

切
れ
、
か
け
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）４
７

０
３

税
金
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

　

税
金
の
納
付
は
口
座
振
替
を
す
る
と
，

指
定
の
口
座
か
ら
各
納
期
限
日
に
自
動
的

に
振
り
替
え
て
納
付
さ
れ
る
た
め
、
納
め

忘
れ
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
申
込　

預
貯
金
口
座
の
あ
る

本
市
指
定
の
金
融
機
関
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

振
替
口
座
の
変
更　

取
扱
金
融
機
関
や
引

き
落
し
口
座
、
口
座
名
義
人
を
変
え
る
場

合
は
、「
新
規
」
と
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
廃
止　

口
座
を
解
約
す
る
時

や
、
口
座
振
替
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
廃
止
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始　

口
座
振
替
は
申
し
込

み
月
の
２
カ
月
後
の
納
期
分
か
ら
開
始
・

変
更
・
廃
止
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
２

月
中
に
新
規
申
込
み
す
る
と
４
月
納
期
分

か
ら
開
始
に
な
り
ま
す
。

備
考　

▽
２
月
28
日
ま
で
に
、
新
た
に
口

座
振
替
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
く
と
、
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
対
象
科
目
な
ど
詳
細
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▽
口
座

振
替
の
で
き
る
科
目
や
口
座
振
替
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
報
紙
１
月
15
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い

詳
細　

税
務
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）４

７
０
３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
税に関するお知らせ税に関するお知らせ
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

改
定

　

改
定
さ
れ
た
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、
６
つ
の
理

念
と
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

【
理
念
】

■
都
市
再
生
と
都
市
活
力
の
創
出

■
田
園
環
境
と
自
然
環
境
を
活
か
し
た
公

　

園
都
市
の
形
成

■
車
社
会
と
公
共
交
通
の
共
存

■
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
都
市

　

づ
く
り

■
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
都
市
づ
く
り

■
戦
略
的
な
都
市
経
営

【
目
標
】

■
ま
ち
の
顔
の
整
備
充
実

■
水
と
緑
の
ま
ち

■
歴
史
と
文
化
の
ま
ち

■
活
力
あ
る
ま
ち

■
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

■
近
隣
都
市
と
連
携
し
た
ま
ち

（仮）各務原
　　大　橋

歴史街道都市拠点

都市拠点
産業拠点

産業拠点

（
仮
）那
加

       

小
網
線交流拠点 国営木曽三川公園

羽島用水

テクノ
プラザ

苧ヶ瀬池
周辺

中山道
鵜沼宿
鵜沼駅
周　辺

航空宇宙科学
博物館周辺

ごんぼ積み
集落周辺

河跡湖公園
周辺

インター
チェンジ
周辺

中山道
新加納立場

ＪＲ高山本線
名鉄各務原線

東
海
北
陸
自
動
車
道

一宮市

江南市 犬山市

坂祝町岐阜市 関　市

犬
山
東
町
線
バ
イ
パ
ス

各
務
原
扶
桑
線

岐阜南部横断ハイウェイ

江
南
関
線

国道21号
岐阜市

け
や
き
通
り

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は

理
念
と
目
標

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
市
の

土
地
利
用
の
方
針
や
、
道
路
・
公
園
・
下

水
道
な
ど
、
主
に
基
盤
整
備
の
面
か
ら
、

お
お
む
ね
10
年
～
20
年
後
の
市
の
将
来
像

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

各
務
原
市
第
二
次
新
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
今
年
、
現
在
施
行
さ
れ
て
い

る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
21
年
度
末
で
終
了

す
る
の
を
う
け
、
新
た
に
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市

内
の
水
と
緑
を
回
廊
と
し
て
結
び
、
都

市
と
人
と
自
然
が
共
生
す
る
日
本
初
の

公パ
ー
ク
シ
テ
ィ

園
都
市
の
実
現
や
、
東
西
の
拠
点
整
備

な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
、

国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
継
承
し
つ

つ
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、

公
園
都
市
と
し
て
地
域
固
有
の
資
源
を
再

発
見
・
活
用
し
な
が
ら
市
の
魅
力
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

地
域
活
力
を
維
持
・
創
出
し
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
外
か
ら
移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

重点施策図 今後、重点的に進めていく市のまちづくりを
イメージしたものです。
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森　真
～各務野の遠景～

伊吹山

　

晴
れ
た
日
、各
務
野
台
地
か
ら
遥は

る

か

西
方
に
伊
吹
山
が
見
え
る
。真
っ
白
な

雪
景
色
の
伊
吹
山
、薄
緑
の
と
き
、そ

れ
ぞ
れ
が
雄
大
で
風
格
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
吹
山
は
揖
斐
川
町
か
ら
滋
賀
県

米
原
市
に
か
け
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

近
畿
地
方
で
は
八
経
ヶ
岳(
奈
良
県

吉
野
郡)

が
最
も
高
い
が
、独
立
峰

と
し
て
は
伊
吹
山
が
最
高
峰
で
す
。

　

富
士
山
は
頂
上
へ
向
か
う
左
右
対

称
の
線
形
が
美
し
い
が
、そ
れ
を
支
え

る
広
大
な
裾
野
が
良
い
。人
間
と
同
じ

で
、表
層
的
な
知
識
の
断
片
や
言
葉
よ

り
、人
間
の
底
辺
の
心
や
人
間
味
か
ら

に
じ
み
出
る
表
情
や
行
い
が
人
を
ひ

き
つ
け
る
の
で
し
ょ
う
。

　

伊
吹
山
は
古
来
、霊
山
と
呼
ば
れ
、

そ
の
東
方
、特
に
河
岸
段
丘
地
の
各
務

原
台
地
か
ら
見
る
姿
が
最
も
美
し
く
、

各
務
原
市
の
遠
景
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
物
語
が
あ
り
ま
す
。

　

古
代
史
最
大
の
ヒ
ー
ロ
ー
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊

（
倭
健
命
）は
父
景
行
天
皇
の
命
で
南

九
州
の
熊
襲
や
出
雲
の
荒
ぶ
る
神
を

平
定
し
、
大
和
へ
帰
国
。休
む
間
も
な

く
、景
行
天
皇
か
ら
東
国
12
カ
国
の
荒

ぶ
る
神
の
平
定
を
命
じ
ら
れ
、や
む

な
く
伊
勢
神
宮
に
祈
願
、宮
に
仕
え
て

い
た
叔
母
の
倭や

ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

比
売
命
か
ら
神
宝
の

草く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

薙
剣
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
国
を
平
定
し
た
帰
路
、剣
を
尾
張

国
の
美み

や

ず

ひ

め

夜
受
比
命
の
と
こ
ろ
に
置
き
、

伊
吹
山
の
荒
ぶ
る
神
を
征
伐
の
た

め
入
山
し
、
山
路
で
荒
ぶ
る
神
の
化

身
に
大
氷
雨
を
降
ら
さ
れ
、
そ
れ

に
当
た
り
失
神
し
山
を
下
り
ま
し

た
。病
の
身
に
な
っ
て
大
和
へ
の
帰

途
、伊
勢
の
能の

ぼ

の

煩
野
で
な
く
な
り
ま

し
た
。そ
し
て
白
鳥
に
な
っ
て
天
高

く
飛
ん
で
い
き
ま
し
た（
古
事
記
）。

　

日
本
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る

古
代
神
話
で
す
。ロ
ー
マ
人
の
物
語

を
書
い
た
塩
野
七
生
さ
ん
は「
神
話

や
伝
承
の
価
値
は
、そ
れ
が
事
実
か

否
か
よ
り
も
、ど
れ
だ
け
多
く
の
人

が
ど
れ
だ
け
長
い
間
信
じ
て
き
た
か

で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。私
も

そ
う
思
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
各
務
原
大
橋
と
橋
に
接
道
す

る
（
仮
称
）
那
加
小
網
線
の
整
備
は
、
プ

ラ
ン
の
目
標
で
あ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
」

に
あ
た
る
事
業
。
こ
れ
は
、
新
た
な
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
重
点
が
置
か
れ

る
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

特
に
、
上
中
屋
町
か
ら
川
島
小
網
町
を

結
ぶ
同
橋
は
、
長
さ
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル

の
長
大
橋
で
す
。
今
年
度
よ
り
工
事
に
着

手
し
、
平
成
24
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

整
備
実
績
パ
ネ
ル
展
を
開
催

　

こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
、
各
事
業
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

２
月
15
日
～
26
日

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

主な
施策
①
（
仮
称
）各
務
原
大
橋

（
仮
称
）那
加
小
網
線

　

目
標
の
「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
の
な

か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
「
歴
史
街
道
地

区
」。
中
山
道
鵜
沼
宿
か
ら
皆
楽
座
を
経

て
、
村
国
座
に
至
る
ま
で
の
一
帯
を
、
市

の
主
要
な
歴
史
資
源
・
地
区
を
結
ぶ
「
各

務
野
歴
史
街
道
」
と
位
置
づ
け
、
脇
本
陣

の
復
元
事
業
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
地
区
内
に
あ
る
施
設
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
・
文
化
・

景
観
な
ど
に
配
慮
し
た
交
流
拠
点
の
形
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
詳
し

い
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

w
w

w
.city.kakam

ig
ahara.lg

.jp/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
細　

都
市
計
画
課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
１
１
１
内
線
２
７
３
１

▲ ( 仮称 ) 各務
原大橋のイメー
ジパース

▼各務野歴史街道
のまちなみ

主な
施策
②
歴
史
街
道
地
区

�� 広報かかみがはら 2010.2.15



番号 教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1 成人 月 10:30 ～ 11:30

成人の男女

30 人

3

月

14

日

（日）

9:00
2 金 20:00 ～ 21:00 20 人 9:10
3

ヘルシー
水

10:30 ～ 11:30

20 人
9:20

4 金 9:30
5 マスターズ 火 20 人 9:40

9:506 親子 土 幼児と保護者
※備考参照

25 組
50 人

7

幼児

月

16:00 ～ 17:00
平成16年4月2日～
平成19年4月1日に
生まれた方
※備考参照

30 人

10:00
8 火 10:20
9 水 10:40
10 金 11:00
11 土 14:30 ～ 15:30 11:20
12

ミックス

月

17:00 ～ 18:00 幼児 ( 年中・年長向
き ) ～小学生 ( 低学
年向き）
※備考参照

45 人

11:40
13 火 13:00
14 水 13:25
15 金 13:50
16 土 15:30 ～ 16:30 14:15
17 土 16:30 ～ 17:30 14:40
18

小学生

月

18:00 ～ 19:00 小学生
※備考参照 45 人

15:05
19 火 15:30
20 水 15:55
21 金 16:20

16:4522 土 17:30 ～ 18:30
23  アクア

　ビクス
火 13:30 ～ 14:30

女性 35 人 17:00
24 土 19:00 ～ 20:00

　幼児から成人までを対象に水
泳教室を開催します。
受講期間　4 月 2 日～ 6 月 8 日

（各教室 8 回）
日程　下表のとおり
費用　親子教室は 5600 円、そ
の他 5300 円（傷害保険料含）
申込　市民プール、市役所総合
案内、市民サービスセンター、
総合体育館、スポーツ課、ライ
フデザインセンター、川島振興
事務所にある申込書（市ウェブ
サイトからもダウンロード可）
を記入し、2 月 15 日～ 3 月 8

日にいずれかの窓口、または
〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-
300、市民プールに郵送または

058-370-6507（要送付確
認）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納
入 ▽受講料の返金不可 ▽親子教
室は年少 (3 歳児 ) までのオム
ツのとれた幼児と保護者が対象

▽小学生・幼児・ミックス教室
は、保護者が申込 ▽抽選日は印
鑑・受講料を持参し抽選 10 分
前までに来場 ▽教室の途中変更
不可 ▽妊婦の申込不可 ▽教室前
後の遊泳無料。ただし幼児は保
護者同伴 ▽定員に満たない教室
は追加募集有
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

第 1期水泳教室
←

←

対象　小学校就学前のお子さん（過去に
掲載されたお子さんはご遠慮ください）
掲載予定　5 月 1 日～ 10 月 15日号
定員　24 人（抽選）
備考　当選者にのみ連絡

広報紙裏表紙の元気ッズ募集！ 申込と詳細　「郵便番号、住所、日中連絡がとれる電
話番号、子どもの氏名・誕生日、保護者の氏名」を明
記し、3 月 1 日（必着）までに、はがきは〒 504-8555
那加桜町 1-69、市役所秘書広報課☎ 058-383-1111
内線 2152、メールは koho1@city.kakamigahara.
gifu.jp へ ( 件名に元気ッズ応募と記入 )

市民プールからの
お知らせ

【第1期スタジオ教室】
期間　4 月 2 日～ 6 月 22 日（全
10 回）　
内容と日程　 ▽ピラティス教室
＝①月曜日 13:30 ～②金曜日
19:00 ～③金曜日　20:10 ～　

▽エアロビクス教室＝①火曜日
20:00 ～②水曜日 10:30 ～ ▽

ヨガ教室＝①月曜日　19:00 ～
②金曜日 13:30 ～
対象　16 歳以上。ただしエア
ロビクス教室は女性のみ
定員　18 人（抽選）
費用　各 7500 円（保険料含）
備考　 ▽いずれも 1 時間レッス
ン ▽定員に満たない教室は追加
募集有
【水泳教室体験イベント】
期日　2月28日(日)　　　　　
●幼児・小学生教室
内容と日程　 ▽幼児＝ 10:00 ～
10:50 ▽小学生＝ 11:00～11:50
(4 月 1 日現在 )
定員　 ▽幼児＝ 20 人 ▽小学生
＝ 25 人 ( 申込順 )
費用　1 人 100 円
備考　保護者の見学可。ただし
入場料（500 円）必要
●アクアビクス
時間　14:00～15:00
対象　高校生以上の女性
定員　30 人
費用　温水プール入場料
【共通事項】
申込と詳細　スタジオ教室は 3
月 6 日の 9:30 ～費用と認印を
持参しプールへ (11:00 ～電話
も可。来場の方を優先）イベント
は 2 月16 日の9:30 ～電話など
で市民プール☎ 058-370-6506
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健康増進パワーアップ事業
トレーニング講習会

　総合体育館・市民プールのト
レーニングルームを利用する時
は「トレーニング講習会受講
証」が必要です。お持ちでない
方は、この講習会を受講してく
ださい。

【総合体育館】
日程　

△

3 月 13 日（土）・21 日
(日)9:00～

△

16 日 (火) 13:00 ～△

15 日（月）19:00 ～
定員　各回 35 人（抽選）

【市民プール】
日程　

△

3月14日（日）・19日（金） 
10:00 ～

△

10 日（水） 19:00 ～
定員　各回 30 人（抽選）

【共通事項】
対象　15 歳以上（中学生は除く）
費用　250 円
申込　往復はがきに「住所、氏
名、ふりがな、電話番号、性別、
生年月日（年齢）、希望会場と希
望講習日、トレーニング講習会
受講希望」と明記し、3 月１日

（必着）までに各施設へ
備考　

△

はがきは 1 人 1 枚

△

申
込少数の時は中止する場合あり
●筋力測定装置の一般開放
対象　高校生以上
内容　膝関節の伸展・屈曲時の
筋力を測定（1 回 15 分程度）
費用　高校生 250 円、一般 500
円
定員　1 日 5 人（申込順）
申込　印鑑を持参して希望のト
レーニングルームへ事前予約
詳細　 ▽総合体育館＝〒 504-
0023 那 加 太 平 町 2-100、 ☎
058-371-1717 ▽市民プール＝
〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-
300、☎ 058-370-6506

小中学生卓球講習会

日時　3 月 27 日（土）9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町）
対象　市内在住、在学の小中学
生の方
費用　 ▽ 小学生＝１00 円 ▽ 中
学生＝ 200 円
申込と詳細　3 月 12 日までに
市卓球協会・岩野☎ 058-382-
5522

イングリッシュ
バスツアー

各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　http://www.city.kakamigahara.lg.jp
              　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp

　募集要項、履歴書は市ウェブ
サイトからダウンロードできま
す。採用条件など詳しい要件は
それぞれお尋ねください。

【学芸員（嘱託職員）募集】
　美術展、所蔵絵画展、美術品
の管理などをしていただく学芸
員（嘱託職員）を募集します。
期間　4 月 1 日～平成 23 年 3
月 31 日 ( 継続する場合あり )
対象　学芸員の資格を持つ 65
歳未満の方（平成 22年3 月 31
日現在）
定員　1 人
選考方法　1 次選考＝書類、2
次選考＝面接
申込と詳細　3 月 1 日 ( 必着 ) ま
でに市の指定する履歴書、学芸
員の資格を有する証明書（写し
可）、過去に書いた論文・仕事
などの資料（写し可）を観光文
化課☎ 058-383-1042

学芸員、国際交流
相談員を募集します

【国際交流相談員（嘱託職員）
募集】
　国際交流に関連した通訳･翻
訳、それに関連する事務のでき
る方を募集します。
期間　4 月 1 日～平成 23 年 3
月 31 日 ( 原則１年間、継続す
る場合あり )
対象　昭和 20 年 4 月 2 日生～
平成 4 年4 月1日生まれで英語
の堪能な方
定員　1 人
選考方法　1 次選考＝筆記、2
次選考＝面接
一次選考日　3 月 4 日 (木)
申込と詳細　3 月 1 日 ( 必着 )
までに履歴書を観光文化課☎ 05
8-383-1426
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　国際交流職員・英語指導員と
一緒に行く英語日帰りツアーを
開催します。当日は郡上八幡を
訪れます。バス車内でも英語を
使い、楽しく英語に親しみます。  
日時　3 月 16 日（火）　9:50 ～
16:00( 雨天決行 )
集合場所　中央図書館北側 ( 那
加門前町 )
内容　食品サンプル作り体験 ､
市内散策など
対象　高校生未満は保護者同伴
定員　32 人 ( 抽選 )
費用　一般＝ 5000 円、国際
協会会員および小学生以下は
3000 円 ( 当日支払 )
備考　3 月 12 日 12:00 ～はキ
ャンセル料（3000 円）が発生
申込と詳細　3 月 3日(必着）ま
でに「郵便番号、住所、氏名、
ふりがな、電話番号、国際協会
会員かどうか、小学生以下はそ
の旨」を明記し、往復はがきの
方は〒 504-8555 那加桜町１-
69 観光文化課内各務原国際協
会事務局バスツアー係☎ 058-
383-1426、メールの方は kia@
city.kakamigahara.gifu.jp



【売却区分番号　各 1】
所在地番　川島松倉町字上ノ島
2251 番 75
地目・地積　宅地　171.49 ㎡
最低公売価格 ( 公売保証金 )
410 万円（45 万円）

【売却区分番号　各 2】
所在地番　那加萱場町 2 丁目
65 番
地目・地積　田　137 ㎡
最低公売価格 ( 公売保証金 )
450 万円（45 万円）

【売却区分番号　各 3】
所 在 地 番　 鵜 沼 西 町 3 丁 目
341 番
地目・地積　田　860 ㎡
最低公売価格 ( 公売保証金 )
550 万円（55 万円）

【売却区分番号　各 4】
所在地番　美濃市大字須原字貝
津 444 番 1
地目・地積　宅地　534.38 ㎡
最低公売価格 ( 公売保証金 )
430 万円（45 万円）
備考　表示は登記簿によります

【共通事項】
日時　3 月 16 日(火)　10:00 ～
10:10
場所　産業文化センター 6 階
第 1 会議室 ( 那加桜町 2)
備考　

△

滞納市税完納などによ
り公売が中止される場合あり

△

公売財産の表示が「田」「畑」の
場合には、入札への参加にあた
り、市農業委員会が発行する「買
受適格証明書」（農地を買受でき
る資格があることの証明）の提
出か呈示が必要。証明書の発行
は、農業委員会の審査が必要で
すので、農政課内農業委員会事
務局☎ 058-383-1129( 産業文
化センター 6 階 ) に証明願を
提出

△

各種様式などを市ウェブ
サイトにも掲載
詳細　税務課☎ 058-383-4773

差押財産を公売します

テクノプラザCAD
在職者向け研修

【CATIA V5 基本&パートデザイン】
期間　3 月 1 日～ 3 日 (3 日間)
費用　5万1000円(県内の方)

【Pro/ENGINEER 基礎】
期間　3 月 2 日～ 4 日 (3 日間 )
費用　5万1000円(県内の方)

【Solid　Works 実用】
期間　3 月 4 日～ 5 日 (2 日間)
費用　2万8000円(県内の方)

【共通事項】
備考　市の受講料補助制度あり
申込と詳細　VR テクノセンター
☎ 058-379-6370

日時　3 月 20 日（土）　10:00 ～
12:00
場所　地域包括支援センター
ジョイフル各務原（鵜沼小伊木町）
対象　実際に介護をされている
方、介護に関心のある方
定員　15 人 ( 申込順 )
備考　 ▽認知症サポーター養成
講座も兼ねる ▽講座の後に介護
相談の時間あり
申込と詳細　3 月 5 日までに
地域包括支援センタージョイフ
ル各務原☎ 058-379-2521

家族介護講座
「認知症について」

　市が制定し
た「美しいま
ちづくり条例」
を推進するた
め、3 種 類 の
啓発看板を生
活環境課で配
布しています。ご利用ください。
看板種類　

△

気をつけよう親の
ポイ捨て子が真似る

△

ぽい捨て
しないで

△

フンの後始末は飼い
主の義務です
備考　

△

数に限りがあります

△

設置に必要な杭
くい

や針金などは各
自で用意してください
詳細　生活環境課☎ 058-383-
4232

美しいまちづくり
啓発看板を配布

　公園などで出
る緑ごみをリサ
イクルして作っ
た堆肥を無料配
布します。
日程　3 月 19 日～ 21 日　いず
れも 13:30～15:30
場所　天狗谷遺跡北（須衛天狗谷）
内容　１人 3 袋（約 20 リット
ルのポリ袋入り）
定員　1500 人まで（抽選）
備考　 ▽当選者にのみ引換券を
送付 ▽同一世帯に限り家族一括
申込み可
申込　3 月 1 日（必着）までに

「住所、申込者全員の氏名、ふり
がな、年齢、電話番号、受取
希望日（第 2 希望まで）」を明記
し、はがき＝〒 504-8555 那加
桜町１-69 水と緑推進課 ､ ファ
クス＝ 058-383-6365、メール
＝ tmidori@city.kakamigahara.
gifu.jp
詳細　水と緑推進課☎ 058-383-
1533

グリーンリサイクル
堆肥の無料配布

　広報各務原１月 1 日号の「新
春お楽しみパズル」へのご応募
ありがとうございました。
　答えは「かかみのさくらえん」
でした。正解者の中から抽選で
当選された方には、２月中に賞
品をお届けします。
詳細　秘書広報課☎ 058-383-
1111 内線 2151

新春おたのしみパズル
答えとプレゼント

各務おがせ町にある各務野櫻苑

広報かかみがはら 2010.2.15� 10



シティマラソン開催に
ご協力ください

　かかみがはらシティマラソン
開催に伴い、３月 7 日は交通規
制などを行います。
【通行止め区間】

　上図のとおり交通規制を行い
ます。う回路として、国道 21
号をご利用ください
日時　3 月 7 日（日）　9:30 ～
11:30　
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231
【ふれあいバスの運行】
　同日午前中のふれあいバス

（循環休日線、東部南部休日線）
は下記バス停を通過します。
通過バス停　 ▽新鵜沼駅行き東
部南部休日線＝下切町、航空宇
宙科学博物館前、グリーンスタ
ジアム前、松本町 2 丁目 ▽ 循
環休日線＝パターゴルフ場前、松
本町 2 丁目、グリーンスタジ
アム前、航空宇宙科学博物館前、
各務原工業団地 ( 左廻りのみ )
備考　 ▽岐阜バス「下切」「下切
西口」を循環休日線、新鵜沼駅
行き東部南部休日線の臨時バス
停とします ▽正午～通常運行し
ます
詳細　商工振興課☎ 058-383-
9912
【航空宇宙科学博物館の開館】
　航空宇宙科学博物館周辺が
マラソンコースとなり 9:30 ～
11:30 は進入禁止区域になりま
すが、当博物館は休まず開館し
ています。皆さんのご来館をお
待ちしています。
詳細　かかみがはら航空宇宙科
学博物館☎ 058-386-8500

文

各務原
浄化センター

かかみがはら
航空宇宙科学博物館

勤労青少年運動場

前渡不動

三井山

●

●

グリーン
スタジアム

●

ご利用ください
不用品交換銀行

　再利用できる物の情報を登録
し、無償で希望者に提供します。
登録は電話でできます。気軽に
ご利用ください。
【使ってください】

▽子ども用自転車 ▽ベビーカー

▽ベビー布団 ▽座敷机 ▽タンス
▽ エクササイズ用品 ▽ フット

マッサージ機 ▽フットバス ▽和
せいろ
【さがしています】

▽自転車各種 ▽ジュニアシート

▽ベビーベッド ▽双子用ベビー
カー ▽三輪車 ▽ビデオデッキ ▽

ミシン ▽電話機 ▽学習机 ▽そろ
ばん ▽子ども用スキー用具 ▽車
いす
登録有効期間　3 カ月
備考　1 月 27 日現在の状況
詳細　環境政策室☎ 058-383-
4230

　４月から新たに肝臓機能障が
いによる身体障害者手帳が交付
されます。
認定基準　肝性脳症、腹水、血
清アルブミン値、プロトロンビ
ン時間、血清総ビリルビン値に
よって肝臓機能障がいの重症度
を評価する Child－Pugh 分類
により判定
対象　 ▽おもに Child－Pugh 分
類が 3 カ月以上グレード C に
該当する方 ▽肝臓移植を受け、
抗免疫療法を実施している方 ▽

持参品　診断書、印鑑、写真（縦
4cm×横 3cm）
備考　診断書は、身体障害者手
帳指定医が作成したものに限り
ます（診断前の 6 カ月間にア
ルコールを摂取していないこと）
申請と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

肝臓機能障がいに
身障手帳が交付

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　(前年比)
人身事故　　76 件　 － 11 件　
死者　　　　　1 人 　  ＋ 1 人
負傷者　　　98 人　 － 14 人
物損事故　 455 件 　＋ 65 件
   ( 平成 22 年 1 月 31 日現在 )

受付期間　2 月 23日～ 3月 4 日
（16:00 必着）
応募資格　中学校卒業以上
募集人員　若干名
修業年限　2 年
試験日　3 月 5 日（金）
試験科目　国語、数学、社会、
面接、小論文
備考　願書は同校（那加東亜町
106）で配布中
申込と詳細　市医師会准看護学
校☎ 058-389-3118

准看護学校生徒
2次募集

福祉の里からの
お知らせ

【親子教室】
日時　3 月 3 日（水）13:30 ～
15:00
場所　福祉の里アリーナ ( 須衛
稲田 7)
対象　乳幼児親子
備考　地下 1 階「なかよし広場」
に遊びにきませんか。乳幼児と
付き添いの方なら、いつでもだ
れでも利用できる施設です
申込　当日会場受付
【健康相談】
日時　3 月 9 日（火）13:00 ～
相談員　理学療法士、作業療法
士、栄養士、保健師
申込　電話予約してください。
【共通事項】
詳細　福祉の里☎ 058-370-7500

福祉の里
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3 月の休日急病診療所・歯科救急当番

保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

●夜間、お子さんの急病に困ったときは…
健康保険証・福祉医療費受給者証、服用中の薬の内容がわかる処方せんや説明書などを持参してください。

　気軽にご相談ください。
期日　3 月 16 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　中高年の方
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査
持参品　健康手帳
備考　栄養、歯科相談あり（要
電話予約）
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1115

3 月の健康相談予防接種のお知らせ

【麻しん・風しん】
対象　

△

第 1 期 =1 歳～ 2 歳
未満は年間を通して接種可

△

第
2 期 = 幼稚園、保育所の年長児

（平成 15 年 4 月 2 日～平成 16
年 4 月 1 日 生 ）は 3 月 31 日△

第3期＝中学１年生(平成8年
4 月 2 日～ 9 年 4 月 1 日生）、
第 4 期＝高校 3 年生（平成 3 年
4 月 2 日～ 4 年 4月 1 日生）に
相当する年齢の予診票はすでに
交付済みで接種実施期間は終
了。未接種の方で接種希望の方
は 3 月 31 日までに健康管理課
へご連絡ください。

【ＢＣＧ／ジフテリア・百日せ
き・破傷風（DPT ／三種混合）】
　市内指定医療機関で実施中。
対象　

△

ＢＣＧ＝生後 6 カ月未
満、生後 3 か月からの接種が望
ましい

△

ジフテリア・百日せき・
破傷風＝生後 3 か月～７歳 6 か
月未満

　総合福祉会館周辺の市の有料
駐車場を利用し、2 時間を超え
た方に駐車料補助券をお渡しし
ます。母子健康手帳と駐車場入
口で受け取った駐車券を健康管
理課へ提出してください。
対象となる健診など　広報紙の
記事の備考欄に記載
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

予防接種などに駐車料補助

医療機関 詳細

 夜間に
 お子さんが
 急病のとき

 小児夜間急病センター
 ☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1( 岐阜市民病院内 ) ／月～土曜日 (祝日除く)
19:30 ～23:00( 受付は 22:30 まで ) ／小児科 ( 対象は 15 歳以下 )

 岐阜市休日急病診療所
 ☎ 058-253-7711

岐阜市青柳町 5-3 ／日曜日・祝日　

19:00 ～23:30( 受付は 23:00 まで ) ／小児科・内科
 小児急病センター
 ☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1( 岐阜県総合医療センター救急外来 )　
小児科 ( 対象は 15 歳以下 )

歯科救急当番
開設日 担当医療機関　 電話

  7日（日）かねみつ歯科医院（蘇原大島町1）058-383-8364
14日（日）都クリニック（鵜沼羽場町 5）058-385-4838
21日（日） 苅谷歯科医院（小佐野町 6） 058-382-0279
28日（日） 北山歯科医院（鵜沼西町 3） 058-384-4180

診療時間　9:00 ～15:00
詳細　各医療機関へ（開設日の診療時間中のみ）

【ジフテリア・破傷風（ＤＴ /
二種混合）】
　小学校 6 年生対象（6 年生時
に未接種の場合は 13 歳未満）。
未接種の方で接種希望の方はご
連絡ください。

【日本脳炎】
　厚生労働省からの勧告を受け
積極的な接種勧奨を差し控え中
です。接種希望の場合は医療機
関または健康管理課へご相談く
ださい。　
対象　1 期＝ 3 歳～7 歳 6 カ月
未満、2 期＝小学校 4 年生 (4 年
生時で未接種者は13 歳未満 )

【共通事項】△

市内指定医療機関で予約が必
要です

△

定期予防接種は、原則、
保護者の同伴が必要です。同伴
できない場合は、子どもの健康
状態を熟知する親族などでも
可。ただし、同伴者の同意をもっ
て保護者の同意とする旨の委任
状が必要です。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

休日急病診療所 ( 診療科目　内科、小児科 )
診療日 受付時間

7日（日）
14日（日）
21日（日）
22日（祝）
28日（日）

  
 9:00 ～
11:30 

13:00 ～
15:30

詳細　休日急病診療所（那加桜町 2、総合福祉会館内）
☎ 058-383-9151（受付時間中のみ）

→

→
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日時　3月5日（金）9:30～11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　 ▽駐車料補助あり ▽予約
制
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

ことばの相談

期日　3月 24日（水）
受付時間　9:20～10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　平成 20年 3月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、２歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

こころの健康相談
日時　2月18日（木）、３月18日
（木）　いずれも13:30～ 14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
備考　 ▽予約制 ▽精神保健福祉
士による相談（社会福祉制度な
ど）も受け付けます
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

２歳児歯科教室

マタニティ－広場

期日　3月 25日（木）
受付時間　9:30～10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

　思春期、妊娠・出産、子育て
などに関する相談を行っていま
す。相談希望の方は、予約して
ください。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

母と子の健康相談

のびのび測定

【マタニティ－広場1】
日時　3月11日（木）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が7月１日～
8月 31日の妊婦
内容　妊娠中の体の変化・妊娠
中の栄養・歯の健康・グループ
ワーク
【マタニティ－広場3】
日時　3月23日（火）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が5月１日～
6月 30日の妊婦
内容　お産の進み方・産後の生
活・新生児の保育について話と
実習、先輩ママ・ベビーとの交
流会、子ども館見学
【共通事項】
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
持参品　母子健康手帳、妊娠届
出時にお渡しした資料、筆記用具
備考　

△

夫の参加も可能

△

動き
やすい服装でお越しください

△

駐車料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

【健康成人などの接種開始】
　新型インフルエンザワクチン
は、必要量を確保できる見込み
から、すべての方が接種できる
ようになりました。詳しくは医
療機関におたずねください。
接種回数　1回
費用　3600 円
備考　

△

予約が必要です

△

新型
インフルエンザワクチン接種医
療機関については市ウェブサイ
トに掲載
【接種費用負担免除について】
対象　生活保護世帯・市民税非
課税世帯の方
持参品　印鑑 (浸透印不可 )
申請　

△

事前に健康管理課へ(電
話不可）

△

すでに、接種済の方
で費用免除対象の方は健康管理
課へご連絡ください。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116
【インフルエンザかな、と思っ
たら】
　家を出たら必ずマスクを着用
し、医療機関の指示に従って受
診してください。　　
●かかりつけ医のいる方
　受診前にかかりつけ医に相談
●受診医療機関がわからない方△

平日 8:30～18:00= 発熱受
診紹介窓口☎ 058-272-8860△

上記以外（土日含む）=地域
救急医療情報センター☎ 058-
382-3799
●受診後自宅療養中の相談など△

9:00～17:00( 緊急の場合時
間外も対応 )=新型インフルエ
ンザ健康相談窓口☎ 058-380-
3004
備考　新型インフルエンザにつ
いての最新情報を市ウェブサイ
トでも掲載しています
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

新型インフルエンザ
についてのお知らせ

日時　3月5日 (金 )　13:00～
16:30( 受付は 16:00 まで )
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　65歳未満の障がい者 (身
体・知的・精神 )の方や家族
内容　主に布をたたむ軽作業体
験。希望者には就労に関する個
別相談あり
申込と詳細　地域活動支援セン
ターザールせいすい☎ 058-23
5-6080

3 月の障がい者
就労体験と就労相談
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移動図書館さつき号
中央図書館 058-383-1122

● 3月の日程

3
（水）

9:40 ～ 10:10 真墨田神社
10:30 ～ 11:00 貞照寺
13:30 ～ 14:00 加佐美神社
14:30 ～ 15:00 柿沢ふれあいセンター

4
（木）

9:40 ～ 10:20 つつじが丘ふれあいセンター①
10:40 ～ 11:10 鵜沼台中央公園
13:30 ～ 14:10 尾崎サービスセンター前①
14:30 ～ 15:10 東海学院大学短期大学部南

９
（火）

9:40 ～ 10:10 清住町公民館
10:40 ～ 11:10 月丘団地西側
13:30 ～ 14:00 JA西市場跡地
14:20 ～ 15:00 尾崎公園北側

10
（水）

9:40 ～ 10:10 鵜沼東福祉センター
10:30 ～ 11:10 新鵜沼台コミュニティーセンター①
13:30 ～ 14:00 稲羽東福祉センター
14:20 ～ 15:00 東ライフデザインセンター①

11
（木）

9:30 ～ 10:00 川島笠田町公民館
10:20 ～ 11:10 川島振興事務所西駐車場
13:30 ～ 14:00 大佐野町公民館
14:20 ～ 15:00 三井山官舎①

12
（金）

9:40 ～ 10:10 東山ニュータウンふれあい集会所
10:30 ～ 11:10 川崎アパート　※
13:30 ～ 14:00 成清町公民館
14:20 ～ 15:00 稲羽西福祉センター

16
（火）

　9:30 ～ 10:00 尾崎南公園
10:20 ～ 11:00 琴が丘公民館
13:40 ～ 14:10 丸子公園南側
14:40 ～ 15:10 鵜沼福祉センター

17
（水）

9:30 ～ 10:00 那加地区体育館
10:30 ～ 11:00 尾崎サービスセンター前②
13:40 ～ 14:20 つつじが丘ふれあいセンター②
14:40 ～ 15:10 緑苑パブリックセンター南側

18
（木）

9:40 ～ 10:10 山の前公民館
10:30 ～ 11:10 松が丘松田北公園
13:30 ～ 14:00 蘇原福祉センター
14:30 ～ 15:00 各務福祉センター

19
（金）

9:40 ～ 10:10 弓道場
10:30 ～ 11:10 東ライフデザインセンター②
13:35 ～ 14:05 各務原区コミュニティーセンター
14:30 ～ 15:10 新鵜沼台コミュニティーセンター②

25
（木）

9:30 ～ 10:20 三井山官舎②
10:40 ～ 11:10 稲羽市民サービスセンター
13:40 ～ 14:10 緑苑西公園

26
（金）

9:40 ～ 10:10 大伊木町ふれあいセンター
10:40 ～ 11:10 鵜沼南町公民館
13:30 ～ 14:00 大野町熊野神社
14:30 ～ 15:00 慈光園

主
な
文
化
施
設
一
覧

●中央図書館／〒504-0911那加門前町3-1-3（市民公園内)／2月15、22、16～19日（蔵書点検）、3月1、
　5、8、15、23、24、29日は休館
　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122　3階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内 )／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 (川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日除く）
●中央ライフデザインセンター☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日、祝日

●蔵書点検のお知らせ

　図書館では所蔵している本の所在を確認するた
め、蔵書点検を行います。中央図書館と川島ほんの
家で所蔵している約 40万冊の本をチェックするた
め、全図書館のサービスを停止させていただきます。
期間／ 2月 16日～ 19日
休館施設／中央図書館、川島ほんの家、もりの本や
さん、中央ライフデザインセンター図書室、移動図
書館さつき号
備考／休館中の本の返却は中央図書館のブックポス
トにお願いします。大型絵本やＣＤ（壊れやすいの
で）、他の図書館から借りている本はブックポスト
に返却しないようにお願いします

●図書館展示コーナー
◆中央図書館
大きくなるっていうことは…　2月20日～3月31日
◆川島ほんの家
新生活準備本　3月 2日～ 31日
◆もりの本やさん
春の絵本　3月 6日～ 31日
やさいがすきになるえほん　3月 6日～ 31日
くつろぎの絵本　3月 6日～ 31日
◆中央ライフデザインセンター図書室
第二の人生どう生きるか　3月 6日～ 31日

中央図書館
058-383-1122

所在地・休業日／下記に掲載

中央ライフデザインセンター
058-389-1820

●短期講座「デジカメ写真の管理と活用法」
日時／3月 14（日）　13:00 ～ 17:00
対象／パソコンの文字入力ができる方
定員／ 20人（申込順）
費用／ 500円
持参品／デジカメ、カードリーダー
備考／OSはウインドウズビスタを使用
申込／ 2月 20 日の 13:30 ～受け付けますので、
費用を持参し同センターへ（13:30 の時点で定員
を超えた場合はその場で抽選）

所在地・休業日／下記に掲載

※川崎アパートのステーションは３月で廃止します。
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川島ほんの家
0586-89-2811

所在地・休業日／14ページに掲載

●ひなまつりおはなし会
日時／ 2 月 27 日（土）14:00 ～ 15:00
内容／ひなまつりにちなんだおはな
しと、おりがみのおひなさま作り
場所／川島ほんの家　幼児コーナー
対象／幼児・児童とその保護者
定員／おひなさま作りは 20 人（当日 9:00 ～受付）

川島ふるさと史料館
0586-89-2811

●企画展　わがふるさと 川島百景パートⅠ
　川島の自然を描いた、河合敏子さんの絵画作品
100 点を 3 回に分けて紹介します。
日時／ 2 月 25 日～ 3 月 14 日　9:00 ～ 16:00
場所／川島会館 2 階ロビー
内容／川島の自然を描いた絵画作品 30 点

所在地／川島松倉町1951-4
休業日／月曜日

音楽の街　各務原

●クラリネット・チェロ・ピアノによる春への憧れ
日時／ 3 月 11 日（木）13:30 ～
出演／トリオ・リゼルヴァ（クラリネット・朝田健、
チェロ・北村多佳子、ピアノ・坂本三穂）
主な演奏曲／幻想小曲集 作品 73（シューマン）、ク
ラリネットの為の狂詩曲（ドビュッシー）、クラリネッ
ト・チェロ・ピアノの為の三重奏曲 作品 10「街の歌」

（ベートーベン）

●音楽の街企画委員による特別コンサート
日時／ 3 月 22 日（月・祝）18:00 ～
出演／長谷川慎（三絃）、金光順子（ソプラノ）、ダ
ニエル・フォルロー（ピアノ）、遠藤宏幸（サクソフォ
ン）、清水祐男（トランペット）
主な演奏曲／荒れねずみ（地歌作物）、さくら横ちょ
う（中田喜直）、早春賦（中田章）、組曲二長調より（ヘ
ンデル）
【共通事項】
場所／市民会館ホワイエ（ロビー）
費用／一般 300 円、中学生以下無料（コンサート
を静かに鑑賞できる未就園児も入場できます）
定員／各 100 人程度（申込順）
申込／電話などで市民会館へ予約してください
詳細／市民会館☎ 058-389-1818

市民会館ホワイエコンサート

●木曽川音楽祭
ブラスの祭典 2010 in かかみがはら
日時／ 3 月 6 日（土）15:00 開演 (14:00 開場 )
場所／市民会館 ( 蘇原中央町 2)
費用／全指定席Ｓ席一般 3000 円、Ａ席一般 2000
円、Ａ席高校生以下 1000 円
備考／未就学児の入場はご遠慮ください
詳細／産業文化センター 6 階、市役所観光文化課
内木曽川音楽祭実行委員会☎ 058-383-9925

●ピアノ発表会
3 月 14 日（日）13:30 ～　文化ホール
詳細／星野☎ 058-279-0191

●かかみがはらウインドオーケストラ
第 12 回定期演奏会
3 月 14 日（日）14:00 ～　市民会館
費用／全席自由 700 円（当日は 100 円増）
詳細／かかみがはらウインドオーケストラ・永井☎
058-386-8752

●瞑想の森コンサート
「筝の響き - 古典から現代 -」
　「瞑想の森」で、癒しのコンサートを開催します。
日時／ 3月28日(日)　13:30～14:30（13:00開場）
場所／瞑想の森 市営斎場（那加扇平 2）
出演／日原暢子（箏）、日原典子（助演・三絃）
主な演奏曲／中空砧 ( 宮城
道雄)、けしの花(菊岡検校)、
五つの小品－錦木によせて
( 長澤勝俊 )
定員／ 120 人（申込順）
申込と詳細／ 2 月 22 日～
電話で観光文化課☎ 058-3
83-1042

●千人で奏でる吹奏楽の響き in 学びの森
出演者募集
　1 日限りの大吹奏楽団を編成し、演奏者が楽しむ
コンサートを開催します。
日時／ 3 月 22 日（月・祝）13:30 ～ 14:30
場所／学びの森　特別スペース ( 那加雲雀町）
対象／吹奏楽で使用する楽器が演奏できる方
演奏曲／「イン・ザ・ムード」「士官候補生」「アフ
リカンシンフォニー」「風になりたい」「キムチの気
持ち」「宝島」
備考／ 1 曲だけや知っている曲だけの参加も可
申込と詳細／ 3 月 10 日 ( 必着 ) までに「住所、氏
名、電話番号、楽器名」を明記し ▽ メールの方は
eguchi-kunihiko@city.kakamigahara.lg.jp ▽

ファクスの方は 058-389-0218 ▽ 郵送の方は
〒 504-8555 那加桜町 1-69、学校教育課☎ 058-
383-1118
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川島中学校

全員全力合唱をめざした
「川中音楽祭」
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休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）
５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休
館

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

12
月
12
日
に
、「
川
中
音
楽

祭
」
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
ク

ラ
ス
も
、
練
習
の
成
果
が
出
て

い
て
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
音

楽
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
音
楽
祭
の
事
前

の
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
テ
ー

ジ
に
並
ぶ
速
さ
・
口
の
開
け
方

の
大
き
さ
・
歌
う
時
の
姿
勢
に

こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
初
め

は
、
並
ぶ
の
に
１
分
以
上
か

か
っ
て
い
た
り
、
両
足
に
重
心

を
か
け
て
立
っ
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
な
か
な
か

う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
音
楽
祭
が
近
づ
く
に

つ
れ
て
、
呼
び
か
け
合
う
姿
が

増
え
、
20
秒
程
度
で
整
列
で
き

た
り
、
指
揮
者
に
注
目
し
た
り

し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縦
割
り
交
流
や
学
年

で
の
合
唱
交
流
で
は
、
他
の
ク

ラ
ス
や
学
年
の
合
唱
を
聴
く
こ

と
で
、
互
い
に
刺
激
し
合
い
、

そ
れ
ま
で
よ
り
質
の
高
い
合
唱

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

当
日
の
音
楽
祭
で
は
、
ど
の

ク
ラ
ス
・
学
年
と
も
、
ス
ロ
ー

ガ
ン「
結
合
（
ゆ
う
あ
い
）～
全

員
全
力
合
唱
を
め
ざ
し
て
～
」

を
意
識
し
た
す
ば
ら
し
い
合
唱

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
、
初
め
て
の
音
楽

祭
で
し
た
が
、
練
習
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
で
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
合
唱
で
し
た
。
２
月
に

行
わ
れ
る
「
未
来
へ
つ
な
げ
る

会
」
で
の
合
唱
に
つ
な
げ
る
も

の
で
し
た
。

　

２
年
生
は
、
声
の
強
弱
の

は
っ
き
り
し
た
合
唱
で
、
ク
ラ

ス
・
学
年
が
し
っ
か
り
ま
と
ま

り
、
音
楽
祭
を
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
す
る
意
欲
が
感
じ
ら
れ

る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

３
年
生
は
、
気
持
ち
が
こ

も
っ
て
い
て
、
強
弱
も
あ
り
、

ま
と
ま
っ
た
本
当
に
す
て
き
な

合
唱
で
し
た
。

　

私
た
ち
１
年
生
・
２
年
生
は
、

３
年
生
が
「
川
中
音
楽
祭
」
に

取
り
組
ん
で
き
た
心
や
姿
を
引

き
継
ぎ
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い

も
の
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

文
・
２
年　

脇
田
美
月
・
脇
田

梨
奈
さ
ん

●
そ
は
ら
子
ど
も
館
ま
つ
り

　

楽
し
く
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
パ
ン

マ
ン
も
来
る
よ
！
み
ん
な
で
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
７
日
（
日
）
10
時

30
分
～
12
時

内
容　

▽
ア
ン
パ
ン
マ
ン
体
操

▽
コ
ー
ナ
ー
遊
び（
ま
と
あ
て
・

皿
ま
わ
し
・
魚
つ
り
・
乗
り
物

遊
び
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
つ

く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
な
ど
）

●
3
月
の
移
動
子
ど
も
館

日
時　

3
月
９
日
（
火
）　

10

時
～
11
時
30
分

内
容　

▽
み
つ
け
て
あ

そ
ぼ
（
親
子
で
好
き
な

お
も
ち
ゃ
な
ど
み
つ
け

自
由
に
遊
び
ま
す
）▽

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
（
体

操
・
手
遊
び
・
季
節
の

歌
・
紙
芝
居
な
ど
）

場
所　

尾
崎
中
央
ふ
れ

あ
い
会
館（
尾
崎
西
町
１
）

対
象　

地
域
の
乳
幼
児
親
子

（
乳
幼
児
の
み
で
は
入
館
で
き

ま
せ
ん
）

●
気
軽
に
相
談
し
て
ね

　

子
ど
も
館
や
移
動
子
ど
も
館

で
は
、子
育
て
の
悩
み
や
心
配

ご
と
な
ど
、
育
児
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
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み
ん
な
の
広
場
●

「
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

　
　

毎
日
練
習
し
て
、が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

　

11
月
下
旬
に
ベ
ル
ギ
ー
で
開

催
さ
れ
た
新
体
操
世
界
大
会
。

世
界
28
カ
国
か
ら
集
ま
っ
た
、

小
学
4
年
生
ま
で
の
ト
ッ
プ
選

手
が
集
う
中
、み
ご
と
個
人
総

合
６
位
に
入
賞
し
た
の
が
小
川

秀
圭
さ
ん
。

　

５
歳
か
ら
始
め
た
新
体
操
。

当
初
は
柔
軟
を
行
う
と
「
身
体

が
痛
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
」

こ
と
も
。
今
で
も
練
習
が
つ
ら

い
と
き
も
あ
る
が
「
目
標
が
あ

る
か
ら
、
の
り
こ
え
ら
れ
る
」

「
目
標
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
と
る
こ
と
」
と
、

は
に
か
み
な
が
ら
も
、
新
体
操

へ
の
あ
つ
い
思
い
を
語
る
。

　

目
標
へ
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

と
な
っ
た
世
界
大
会
。
徒
手
・

ロ
ー
プ
、
フ
ー
プ
の
３
種
目
を

競
っ
た
海
外
選
手
を「
動
き
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
」
と
分
析
。
大

会
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
を
み

て
、
研
究
に
余
念
が
な
い
。

　

あ
ど
け
な
い
笑
顔
が
愛
ら
し

い
少
女
。地
元
小
学
校
に
通
い
、

好
き
な
科
目
は
体
育
と
音
楽
。

休
み
時
間
は
友
だ
ち
と
は
し
ゃ

ぎ
、
他
の
子
と
同
じ
よ
う
に
学

校
生
活
を
楽
し
む
。
し
か
し
下

校
後
は
一
変
。
宿
題
を
こ
な
す

や
い
な
や
岐
阜
市
に
あ
る
所
属

の
新
体
操
ク
ラ
ブ
へ
。
平
日
は

４
時
間
、
休
日
８
時
間
の
練
習

を
毎
日
欠
か
さ
な
い
。
今
の
課

題
は
「
顔
の
表
情
な
ど
の
表
現

力
」
と
い
い
、
日
々
の
練
習
に

ま
す
ま
す
熱
が
入
る
。

　

ス
ラ
リ
と
し
た
体
型
と
美
し

い
姿
勢
。
10
歳
な
が
ら
新
体
操

選
手
の
気
品
と
風
格
が
漂
う
。

「
太
っ
て
は
い
け
な
い
け
れ
ど
、

必
要
な
筋
肉
は
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
」
と
体
に
必
要

な
も
の
を
選
ん
で
、
き
ち
ん
と

食
事
を
と
り
、
競
技
者
と
し
て

体
調
管
理
も
怠
ら
な
い
。

　

今
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ

る
全
日
本
チ
ャ
イ
ル
ド
選
手

権
。
昨
年
は
３
年
生
な
が
ら
約

３
０
０
人
の
中
で
７
位
に
。
４

年
生
で
望
む
今
年
は
「
優
勝
し

た
い
で
す
」
と
、
小
さ
な
ア
ス

リ
ー
ト
は
目
を
輝
か
せ
る
。

新
体
操
の
世
界
大
会
で
６
位
入
賞
し
た
小
学
４
年
生

小
林
秀し
ゅ
う
か圭
さ
ん

混声合唱団　アンサンブル・ポポロ

た
い
楽
し
い
人
た
ち
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
で

音
楽
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
一
度
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時　

毎
週
土
曜
日　

午

後
７
時
～
９
時

場
所　

中
央
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
（
蘇
原
中
央
町
2
）

会
費　

月
３
０
０
０
円

ブ
ロ
グ　

http://blog.goo.
ne.jp/poporo2337715/

詳
細　

高
瀬
☎
０
５
８
（
３
８

２
）
７
２
３
７

　
「
気
の
合
う
仲
間
で
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
」
と
集
り
、
は
や
８

年
。
名
前
の
由
来
は「
合
唱（
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
）
を
す
る
人
々
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
音
楽
作
り
は
自
分
た
ち
で
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
団
員
か
ら
副

指
揮
者
、技
術
委
員
を
選
び
、皆

で
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
く
や
っ
て

い
ま
す
。
あ
る
程
度
音
楽
の
形

が
出
来
る
と
正
指
揮
者
の
谷
鈴

代
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
、
音

楽
が
生
き
物
の
よ
う
に
美
し
く

変
わ
っ
て
い
く
過
程
に
驚
き
と

喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
活
動
は「
県
合
唱
祭
」

「
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
発
表
会
」

に
出
演
。毎
年
、岐
阜
ア
ク
テ
ィ

ブ
Ｇ
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た

１
月
に
は
「
森
・
川
・
海
ひ
だ

み
の
流
域
サ
ミ
ッ
ト
」
に
も
合

唱
で
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
団
内
音
楽
会
も
開
き
、声
楽

ソ
ロ
、
器
楽
ソ
ロ
、
は
た
ま
た

朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ラ
ボ
に
、

極
め
付
き
は
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
の
ダ

ン
ス
な
ど
、演
者
に
は
こ
と
欠

か
な
い
私
た
ち
。
ま
た
不
思
議

な
こ
と
に
当
団
の
男
性
は
よ
く

「
の
ど
」が
乾
く
そ
う
で
、花
が

咲
い
た
、
合
唱
祭
が
終
わ
っ
た

と
言
っ
て
は
「
の
ど
」
を
潤
し
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木
曽
川
学
入
門
●

岐
阜
県
有
形
民
俗
文
化
財

　

岐
南
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
隣
に
は
古
民
家
で

あ
る
旧
宮
川
家
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
元
は
岐
南
町

徳と
く

田だ

に
あ
り
、
今
か
ら
１
１
７
年
前
の
明
治
26
年

（
１
８
９
３
）、奥

お
う
し
ゅ
う州
白
河
町（
現
福
島
県
白
河
市
）出
身

の
大
工
、
根
本
熊
三
郎
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
中
期
以
降
の
生
活
様
式
を
伝
え
る
貴
重
な
建

築
物
と
し
て
、
昭
和
55
年
に
生
活
用
具
と
と
も
に
岐

阜
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
の
位

置
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
典
型
的
な
農
家
建
築

　

桁け
た
ゆ
き行

17
ｍ
77
㎝
、
梁は

り

間ま

８
ｍ
55
㎝
で
、
周
囲
に

瓦か
わ
ら
ぶ
き
ひ
さ
し

葺
庇
を
設
け
、
中
央
部
は
寄よ

せ
む
ね棟
造
り
の
茅か

や
ぶ
き葺
屋
根

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
防
火
の
た
め
現
在
は

ト
タ
ン
が
茅
葺
の
上
に
か
ぶ
せ
て
あ
り
ま
す
。

古
民
家
の
姿
を
今
に
伝
え
る
旧
宮
川
家
住
宅

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
「
学
び
の
森
、
春
の

訪
れ
」
で
す
。
市
の
中
心
部
に
広
が
る

学
び
の
森
は
、
緑
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
場

と
し
て
、
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

公
園
の
北
側
に
は
ゆ
る
や
か
な
坂
道

が
続
く
桜
並
木
「
櫻
坂
」
が
あ
り
、
隣

接
す
る
中
部
学
院
大
学
各
務
原
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
春
に

は
桜
が
咲
き
誇
り
、
中
部
学
院
大
学
の

学
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
利
用
者
が
美

し
い
桜
の
花
を
楽
し
む
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

詳
細　

水
と
緑
推
進
課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
１
１
１
内
線
２
７
５
５

　

中
は
８
畳
間
４
室
を
配
列
し
た
田
の
字
の
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
つ
く
り
は
濃
尾
平
野
か
ら

三
河
地
方
に
か
け
て
一
般
的
な
農
家
に
み
ら
れ
、

「
四し

は
ち
じ
ょ
う

八
畳
」、「
田
の
字
型
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

４
室
は
そ
れ
ぞ
れ
「
だ
い
ど
こ
」「
ざ
し
き
」「
お

く
」「
お
か
っ
て
」
と
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
さ
れ
、

祝
い
事
や
法
事
な
ど
で
人
が
多
く
集
ま
る
と
き
は
、

ふ
す
ま
を
あ
け
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
部
屋
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他
に
ニ
ワ
ト
リ
の
止
ま
り
木
、

ワ
ラ
打
ち
石
、
か
ま
ど
、
五ご

え

も

ん

右
衛
門
風ぶ

呂ろ

な
ど
が
良

好
な
状
態
で
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鑑
賞
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
土
間
に
あ
る
梁は

り
ば
し
ら柱

は
、
現
在
の
木

造
建
築
に
な
い
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

木
曽
川
流
域
で
も
戦
前
ま
で
、古
い
写
真
か
ら
こ
う

し
た
古
民
家
が
多
く
確
認
で
き
ま
す
が
、
戦
後
、
生

活
様
式
の
変
化
で
急
速
に
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
で
は
町
内
で
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、

残
っ
て
い
て
も
障
子
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
な
ど
に
改
装

さ
れ
、
往
時
の
生
活
を
し
の
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

か
つ
て
の
生
活
様
式

　

旧
宮
川
家
住
宅
に
見
学
に
来
る
多
く
の
小
学
生
は

「
土
間
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
ら
ず
、
見
て
初

め
て
理
解
し
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
糧か

て

を
得
て
い
た

土
間
の
な
い
住
ま
い
に
今
の
人
は
暮
ら
し
て
い
る
の

で
す
。
か
つ
て
の
生
活
様
式
を
か
い
ま
み
ら
れ
る
旧

宮
川
家
住
宅
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
、
自
由
に
見
学

す
る
こ
と
が
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     　　　　 　ウィンターフェスティバル

  文化財防火デー防災訓練

  アクア・マイスター講座「封入標本作り」

     　　　　　　　　　岐阜弁カルタ会

市民プールでおもちつき
　冬の市民プールの恒例行事「ウィンターフェステ
ィバル」。屋内プールにくわえ、屋外でのフリーマー
ケットやニュースポーツコーナー、クイズ大会など
と、もりだくさんの企画。
　写真はもちつき大会の様子。大人に混ざって、ち
びっ子たちも順番にきねをかついでは、おもちをぺ
ったん。みんなでついたおもちは約 300 人分。きな
粉をまぶしたり、ぜんざいにしたりして来場者の皆
さんで味わいました。楽しそうな家族連れの笑い声
があふれる冬の一日となりました。　　 （1 月 24 日）

火災から守れ！私たちの大切な文化財
　昭和 24 年 1 月 26 日に法隆寺金堂壁画が焼失した
のをうけ、文化財を火災から守るために定めた文化
財防火デー」。市では、加佐美神社 ( 蘇原古市場町 )
で防災訓練が行われ、地元自治会、消防団、女性防
火クラブなど約 150 人が訓練に参加しました。
　訓練では、消火栓やポンプ車からホースで放水、
同神社所蔵の市指定文化財「木造狛犬」「獅子頭」を
火災現場から安全な場所に移動する手順の確認など
も行い、文化財を守る意識を高めました。

　（1 月 24 日）

体験を通して自然環境を学ぶ
　環境や自然、命の大切さなどを学ぶアクア・マイス
ター講座。昨年 5 月から、16 人の子どもたちがビオ
トープや、米作りなどさまざまな体験をしてきました。
　この日は、夏に境川で捕まえたオサムシ、カミキ
リムシなどの昆虫を、透明な樹脂の中に入れて固め
る「封入標本」に挑戦。手に取ったり、ひっくり返
してお腹も見たりできるこの標本、「樹脂を流し込む
のが難しい」「早く樹脂がかたまらないかなあ」と、
子どもたちは、目を輝かせながら取り組みました。

（1 月 30 日・アクア・トト ぎふ）

そーやて、あんたもやりゃあよ♪
　「岐阜県方言カルタ」を使っての、カルタ会が中央
図書館で開催されました。祖父母と一緒に暮らす世
帯が減り、方言を日常的に聞く機会も少なくなった
現代。カルタを楽しみながら、郷土のコトバを聞い
て知って取って楽しもうという企画です。
　読み手を努めるのは岐阜弁の得意な図書館職員。
子どもたちは初めて耳にする岐阜弁に、「へえ～そん
な意味なの？」などと興味津々。熱戦を終えた子ど
もたちは「こんなにおもしろいカルタ会、来年も参
加したい！」と意欲を燃やしていました。 （1月31日）
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民ギャラリー市
七宝焼「3匹の愛犬」

片山久美子さん・つつじが丘

デザインを１から起こす時や
七宝焼の釉

ゆうやく

薬であるガラスの粉末を土台にのせる時
どんな図案にしようか…

どの色をどこに乗せようか…
考えるとワクワクしてきます。

焼きあがるとガラスならではの光沢が出て
がらりと印象が変わります。
その意外性も魅力的です。

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●〒504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69　
電話●058-383-1111（代）　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp
ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp

管理された森林の木材
を用いた FSC 認証紙に
印刷しています。

市役所全組織で
ISO9001、14001
認証同時取得

市人口 /149,843人〔男 74,081人 女 75,762人〕世帯数 /55,074世帯　（平成22年 1月 1日現在）

　いつもニコニコのなっちゃんとはるく
んが大好きだよ。（お父さんの貴則さん、
お母さんの智恵さん・鵜沼朝日町 2）

伊藤　菜
な つ き

月ちゃん　（Ｈ 18．10．6 生）

　　　　悠
は る と

人くん　   （Ｈ 21．2．2 生） 　りんごが大好きなゆうと。いろんなも
のをたくさん食べて、すくすく大きくな
ってね。（お母さんの綾女さん・蘇原六軒
町 4）

中山　雄
ゆ う と

斗くん（Ｈ 20．12．10 生）
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